
③産業実務家教員と本校教員の献身的なカリキュラム作り 

産業実務家教員へのアンケートの中に、「生徒が社会になっても学び続ける力を付けてほ

しい」「就職した時に困らないように実務的なものづくりをさせたい」など記述されているよ

うに、各先生方が親身になって授業を行った様子がうかがえる。 

また、カリキュラム作りに当たっては、本校教員と産業実務家教員がカリキュラム内容や進

め方について話し合いを重ね、教育スケジュールを作成した。産業実務家教員の不在時には、

担当教員が授業を行なうなど二人三脚で取り組んだ。こ間近で見ていた生徒たちに思いが伝

わらないわけがない。 

    

 （２）「啐啄同時（そつたくどうじ）」の教育 

    啐啄同時とは、「ひな鳥が卵の内側から卵の殻をつつき、 親鳥が外から殻をつつく。 

   そのタイミングがずれてどちらかが早すぎても遅すぎてもいけない。ひな鳥と親鳥が一緒に殻を 

破ってこそ、卵からかえることできる。」ということである。産業実務家教員のアンケート回答 

の中で、「生徒たちはきちんとやれるポテンシャルはある。素材を与えてあげればきちんとやれ 

る。やればできる。」と評価している。素材、環境を与える時期、指導する時期、内容がうまく 

かみ合えば、生徒の自主的な学びにつながる。一人ひとりの生徒の理解度に合わせて、いつ外か 

ら殻をつついてやるか、タイミングを見極めるのは難しいが、生徒と対話しながらそのタイミン 

グを生徒と一緒に見つけていきたい。 

 

（３）ものづくりの体験 

最近のテクノロジーの進化はすさまじいものがある。ＩＴ、ＤＸ、ロボット技術と新しい技術

が次々と開発されてきている。ただし、その技術の基礎にあるものをおろそかにしては、具体的

にどこでどう使うかの応用が利かなくなる。子供時代に自分の手を動かしてものを作ったり、分

解したりする経験があるかないかでは、その後の生活の中で、ものづくりに興味を持つようにな

るかどうか大きな違いになる。 

産業人材育成を担う専門高校の真骨頂は、生徒に「ものづくりの体験を通して、ものづくりの

楽しさを経験させる」機会をあたえることができることである。色々なことを柔軟に吸収できる

青年期に、実際に手を動かしてモノを削ったり、分解したり、組み立てをする体験がその後の自

主的な学びにつながる貴重な経験となる。モノがうまく動いたり、周りの人が喜んでくれたりす

ることで、自分に少しずつ自信が付いてくる。日々の小さな成功体験を積み重ねていくことで、

「やればできる。」という自信が生まれ、それが自主的な学びや行動につながっていく。その基

礎となる経験を生徒に体験させてやることが、「啐啄同時」教育の大事なポイントであり、「ふ

くしまの未来を創るテクノロジストを育成する」ための基礎であると考える。 

 

６ 今後の専門高校等への地域サポート体制について 

（１）はじめに 

南相馬地区には、職業系の学校が３校ある。小高産業技術高等学校、相馬農業高等学校、テク

ノアカデミー浜である。日本国内での急激な少子化の波がすでに産業界を覆い始めている中で、

ＭＨＳ事業のような産業界と連携した職業人材を育成する取組みが必要になっている。この地域

においても例外でなく、“技術はあるが人手がない。”この状況を解消し、地域経済活動を持続・

向上させることが大切である。 

小高産業技術高等学校は、令和３年度から令和５年度までの３年間、マイスター・ハイスクー

ル事業を生徒と教員、産業実務家教員が一体となり、「ふくしまの未来を創るテクノロジストを

育成する」ことを目標にして、さまざまなカリキュラムに取り組んできた。その一つの結果とし

て、前年度比で令和５年度の相双地区への就職率が８．４ポイント上昇した。さまざまな要素が

絡み合った結果ではあるが、少なからずマイスター・ハイスクール事業により、生徒が地元に就

職する一つのきっかけになったと推測する。ＭＨＳ事業における教育は地域を教材にしたもので

あり、本事業を通じて地元に貢献したいとの思いが生徒たちに醸成された表れのひとつであろう。 

ＭＨＳ事業は今年度末（令和６年３月）で終了するが、地域に根差した学校設定科目「相双産業 

76



力学」も新設されることもあり、ますます地域全体で学校教育を支え、支援していくことが必要 

になってくる。そこで下記の地域サポート体制を構築して、小高産業技術高等学校ばかりでなく、 

南相馬市地区（当地域）の職業系学校を支援していく中で、地域企業、公共団体、学校の３つの 

取組みを情報発信し、その共有化をはかることで、互いに支援しあえる体制を構築したい。 

 

（２）サポートの目的 

   当地域の職業系学校が、成長産業化を図る産業界と連携した職業人材を育成するため、地域企

業、公共団体、自治体等が連携するサポート体制を南相馬ロボット産業協議会（＝事務局 ゆめ

サポート南相馬）が中心となって整え、学校教育の課題解決の一翼を担い支援を行う。併せて地

域企業等の課題を解決すべく、情報の共有化を図りながら地域発展に寄与することを目的とする。 

 

＜主な活動内容＞ 

   ア）学校が行う人材育成事業（最新技術、ロボット技術、地域創生等）支援 

a.研究課題、カリキュラム内容 

b.産業実務家教員の派遣 

c.製作部品購入費用等 

d.インターンシップの受け入れ先等 

   イ）企業、公共団体の課題解決のための情報共有化 

a.新入社員研修 

b.インターンシップの実習内容 

c.地域おこしプロジェクト 

d.小中学生のものづくり体験計画など 

  

７ 最後に 

ＭＨＳ事業にご協力、ご指導いただいた福島県、南相馬市、公共機関、民間企業等たくさんの 

関係者の方々に感謝申し上げます。特に産業実務家教員の皆様には、大変お忙しいところ、長期 

にわたりご指導いただきました。ＨＭＳ事業が、生徒にとってたいへん貴重な学習体験になった 

ことでしょう。小高産業技術高等学校は新しい学校教育のモデル校として取り組んだこれまでの 

経験を生かし、福島県を越え、これからの日本の専門高校のモデル校としてのトップランナー校 

であり続けてほしいと願っています。 

 

                           小高産業技術高等学校 マイスター・ハイスクールＣＥＯ  

五十嵐 伸一   
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機械 電気 電子 化学 流通 ICT 金融

1 燃料電池車の製作 ・水素を使った燃料電池車を製作する。 4 2
佐藤隆
櫛田

2 農業応用ロボット製作

・機械科の実習で製作した手動制御のロ
ボットを、実際に使用できるサイズで製作
する。
・農業の収穫等に使用できるような、作業
者に追尾する仕様とする。
・土をサンプリングして土壌分析にも役立
てる。

4 3 3

根本
境

佐藤
猪狩

山崎潤一
（タケルソフトウェア）

3
モデルロケットの製作と打ち
上げ

・モデルロケットを設計・製作する。
・打ち上げ実験を経て、最終的に日本モデ
ルロケット協会が主催する大会に出場す
る。

４ 前田

・前田恵介
（千葉工業大学）
・渡邊真義
（テクノアカデミー浜）

4 EVカート製作
機械科と連携したEVカート（電気自動車）
を製作し、大会へ出場する。

2 5
佐藤隆
渡邉大
櫛田

成瀬哲也
（テクノアカデミー浜）

5 画像認識マイコンカー
カメラを使用したマイコンカーを製作し、大
会への出場する。

4 鈴木一

6 ワイヤレス給電
・地上・水中・空中給電が可能な次世代モ
ビリティの模型を製作する。

2 大槻
佐藤文博
（東北学院大学）

7
シーケンス制御学習と
資格取得

・PLC（制御装置）を使ったシーケンス制御
によるエンターテインメント機器を製作す
る。
・国家技能検定3級を取得する。

3 2
斎藤圭
山川孝

三瓶寿之
鈴木克弥
（日本オートマチックマシン）

8
AI画像認識と
アームロボットの制御

・画像認識で動作するアームロボットの制
御を行う。

3 齋藤
成瀬継太郎
（会津大学）

9 ドローン連隊飛行
・複数のドローンによる連帯飛行を行うプ
ログラムを作成する。

3 鈴木湧
大平政治
（東日本計算センター）

10 レゴロボット
・レゴのロボットを製作し、プログラミングに
より動作させる。

4
金田
安田

11 水質改善
・南相馬市の環境調査等を行い、凝集沈
殿などによる水質改善の研究を行う。

4 小野
志賀敏文
（大内新興化学工業）

12
DNAの抽出
空間放射線量測定

・野菜や果物からDNAを抽出する。
・サーベイメーターにより空間放射線量を
測定する。

5
安藤
猪狩

中井俊郎　他研究員
（日本原子力研究開発機）

13 水の浄化と分析 ・プールの水質分析及び浄化を行う。 3 紺野

商
工
連
携

14
相双地区EVカートレース
の開催

・相双地区でのEVカート（電気自動車）
レースを、学校が主催する地域イベントし
て企画し、運営にあたる。

6 7 5
渡邉大
櫛田
川前

鈴木高宏
（東北大学）

15 相双アンバサダーの育成
・地域の魅力を伝える観光プロモーション
を立案し、英語でガイドができるアンバサ
ダーとして活動する。

25 志賀 海老名　斉
(南相馬市観光交流課)

16 地元企業の課題解決
・地元企業の課題を発見し、その解決のた
めの提案書を作成し、発表する。

20 沼
森山　貴士
(オムスビ)

17 地域通貨
・地域通貨に係るルール作りとポスター作
製を行う。

3 山崎

Ⅴ　資料

小高産業技術高等学校　マイスター・ハイスクール事業に係る課題研究・総合実践一覧

機
械
科

電
気
科

産
業
革
新
科

（
環
境
化
学

）

商
業
科

No テーマ 活動内容
生徒人数 担当

教員
産業実務家教員等
（外部指導者含む）

学
科

産
業
革
新
科

（
電
子
制
御

）
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【
農

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

製
作

指
導

】
N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と

➀
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：

就
職

し
た

時
に

困
ら

な
い

た
め

に
会

社
で

の
実

務
的

な
も

の
づ

く
り

を
さ

せ
た

か
っ

た
。

具
体

的
に

は
、

仮
想

の
会

社
を

作
っ

て
、

ま
ず

企
業

理
念

を
考

え
さ

せ
た

。
農

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

を
作

っ
た

。
　

（
１

）
J
A
へ

生
徒

が
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

っ
て

現
場

を
観

察
し

、
意

見
を

聞
く

　
（

２
）

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

た
め

の
市

場
ニ

ー
ズ

の
有

無
の

検
証

、
摸

擬
の

開
発

会
議

で
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
➁

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

：
仕

様
の

煮
詰

め
方

や
駆

動
系

の
計

算
式

な
ど

も
っ

と
詳

し
く

落
と

し
込

み
た

か
っ

た
。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授

業
内

容
に

す
れ

ば
、

よ
り

伝
え

ら
れ

る
か

　
地

元
企

業
の

売
上

げ
に

貢
献

で
き

る
よ

う
な

販
売

を
見

据
え

た
も

の
づ

く
り

を
教

え
た

い
。

　
も

の
を

作
る

だ
け

で
は

な
く

、
不

良
品

を
出

し
た

時
の

原
価

損
出

や
、

製
品

を
出

荷
す

る
ま

で
ど

の
く

ら
い

の
　

人
が

関
わ

っ
て

い
る

の
か

、
流

通
も

含
め

て
生

徒
た

ち
に

深
い

も
の

づ
く

り
を

教
え

ら
れ

る
だ

ろ
う

と
思

う
。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に

変
わ

っ
た

と
感

じ
る

か

➀
教

え
た

学
科

が
機

械
科

だ
が

、
端

子
圧

着
・

電
線

加
工

・
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

な
ど

工
業

系
で

行
な

う
こ

と
を

　
（

も
の

づ
く

り
は

部
分

的
で

は
な

く
、

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

複
合

的
な

の
で

）
す

べ
て

や
ら

せ
た

。
　

生
徒

た
ち

は
、

（
想

像
を

越
え

て
）

き
ち

ん
と

や
れ

た
。

　
や

れ
る

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

が
あ

っ
て

、
素

材
を

あ
た

え
て

あ
げ

れ
ば

き
ち

ん
と

や
れ

る
。

や
れ

ば
で

き
る

。
➁

生
徒

た
ち

か
ら

組
立

が
楽

し
い

と
い

う
意

見
も

あ
り

、
部

品
加

工
ば

か
り

で
な

く
、

組
立

も
含

め
た

も
の

　
づ

く
り

に
生

徒
た

ち
が

興
味

を
持

て
た

こ
と

を
再

認
識

し
た

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

地
元

の
企

業
と

連
携

し
て

、
高

校
が

生
徒

も
含

め
一

緒
に

や
れ

る
こ

と
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
具

体
的

に
は

、
今

回
の

よ
う

な
農

業
用

ロ
ボ

ッ
ト

に
つ

い
て

J
A
（

農
家

様
）

に
話

を
聞

く
体

験
を

し
た

が
、

そ
の

よ
う

な
体

験
を

継
続

し
て

や
れ

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

5
そ

の
他

の
意

見

情
報

共
有

の
た

め
に

関
係

者
以

外
に

も
メ

ー
ル

を
し

ま
す

が
、

メ
ー

ル
は

会
議

だ
と

思
う

の
で

、
「

メ
ー

ル
読

み
ま

し
た

。
」

で
も

い
い

の
で

返
信

を
し

て
活

発
に

メ
ー

ル
会

議
に

参
加

し
、

み
ん

な
で

中
心

に
　

向
か

っ
て

ほ
し

い
と

感
じ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
令

和
５

年
度

　
小

高
産

業
技

術
高

等
学

校
　

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

産
業

実
務

家
教

員
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト
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【
E
V
カ

ー
ト

の
製

作
指

導
】

N
O.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と
、

伝
え
ら

れ
な

か
っ

た
こ
と

➀
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：

キ
ッ

ト
を

使
っ

た
E
V
カ

ー
ト

製
作

を
す

る
と

い
う

テ
ー

マ
選

定
し

た
の

が
よ

か
っ

た
。

　
生

徒
が

モ
ー

タ
の

巻
き

線
を

巻
く

作
業

の
中

で
、

作
業

だ
け

に
な

り
が

ち
で

あ
る

。
「

な
ぜ

そ
う

す
べ

き
か

」
「

ど
う

し
て

そ
う

し
な

い
と

性
能

に
響

く
の

か
」

な
ど

知
識

と
作

業
を

結
び

付
け

、
　

た
だ

や
る

の
で

は
な

く
、

そ
こ

を
考

え
な

が
ら

作
業

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
た

。
➁

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

：
最

初
は

「
授

業
だ

か
ら

や
っ

て
い

る
」

か
ら

「
自

分
で

や
り

た
い

も
の

」
、

３
年

目
は

「
や

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
も

の
」

と
し

て
E
V
レ

ー
ス

を
開

催
し

た
が

、
こ

れ
を

成
し

遂
げ

た
こ

と
が

大
き

な
自

信
に

な
っ

た
と

思
う

。
　

失
敗

し
て

壊
し

て
と

い
う

ト
ラ

イ
＆

エ
ラ

ー
が

多
々

あ
る

の
で

、
失

敗
さ

せ
て

勉
強

さ
せ

る
の

も
学

校
だ

か
ら

で
き

る
と

思
う

の
で

、
失

敗
し

た
ら

ど
う

す
る

か
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

方
法

を
教

え
て

や
れ

れ
ば

、
よ

り
よ

い
成

果
が

生
ま

れ
る

だ
ろ

う
と

思
う

。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る

か
１

に
含

む

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に
変

わ
っ

た
と

感
じ
る

か
１

に
含

む

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

１
に

含
む

5
そ

の
他

の
意

見

　
　
　

　
　
　

　
令

和
５

年
度
　

小
高
産

業
技

術
高

等
学
校

　
マ
イ

ス
タ
ー

・
ハ

イ
ス

ク
ー
ル

産
業
実

務
家
教

員
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト

80



【
相

双
地

区
E
V
カ

ー
ト

レ
ー

ス
の

開
催

指
導

】
　

N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら
れ

な
か
っ

た
こ

と

①
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：

E
V
関

連
：

E
V
が

単
に

ガ
ソ

リ
ン

自
動

車
の

代
替

で
は

な
く

、
エ

ネ
ル
ギ

ー
等

の
周

辺
環

境
と

の
連

携
が

重
要

な
ど

、
従

来
の

シ
ス

テ
ム

・
社

会
を

変
革

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
E
V
カ

ー
ト

大
会

：
工

業
科

だ
け

で
な

く
、

商
業

科
な

ど
工

学
以

外
の

分
野

と
の

関
わ

り
が

重
要
で

あ
る

こ
と

を
体

感
し

て
ほ

し
か

っ
た

②
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
：

生
徒

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
直

接
聞

く
ま

で
の

時
間

が
足
り

ず
、

ど
こ

ま
で

伝
わ

っ
た

か
、

伝
わ

ら
な

か
っ

た
と

い
う

点
も

分
か

ら
な

か
っ

た
。

生
徒

達
に

伝
え

た
い

こ
と

は
も

っ
と

多
く

あ
っ

た
の

で
、

も
っ

と
時

間
を

作
れ

ば
良

か
っ

た
と
後

悔
・

反
省

し
て

い
る

。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う
な

授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る
か

訪
問

で
き

る
時

間
の

調
整

が
事

前
に

で
き

な
か

っ
た

。
早

い
段

階
で

時
間

割
を

共
有

で
き

れ
ば
と

思
う

。
代

わ
り

の
オ

ン
ラ

イ
ン

対
応

も
不
十

分
な

環
境

だ
っ

た
の

で
、

遠
隔

で
も

対
面

に
な

る
べ

く
近
く

で
き

る
環

境
整

備
を

よ
り

強
化

で
き

る
と

良
い

。
特

に
次

世
代

社
会

に
お

け
る

リ
モ

ー
ト

化
技

術
は

生
徒
自

身
の

学
び

の
対

象
に

も
な

り
、

地
方

の
不

利
を

解
消

で
き

る
も

の
と

し
て

県
と

し
て

も
積

極
的

に
強

化
し
て

い
た

だ
き

た
い

。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ
う

に
変
わ

っ
た
と

感
じ

る
か

3
年

間
の

中
で

ほ
ぼ

最
後

の
1
年

で
し

か
関

わ
れ

な
か

っ
た

が
、

単
一

分
野

だ
け

で
な

く
、

分
野
間

の
連

携
や

地
域

、
社

会
な

ど
と

の
連

携
に

つ
い

て
意

識
を

多
少

変
え

ら
れ

る
役

割
は

果
た

せ
た

と
す

れ
ば
大

変
喜

ば
し

い
。

特
に

商
業

科
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

は
も

っ
と

高
い

と
思

う
の

で
、

今
後

も
注

力
い

た
だ

き
た
い

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

個
別

分
野

に
つ

い
て

は
他

の
多

数
の

実
務

家
教

員
が

関
わ

り
、

地
域

そ
の

他
と

連
携

し
た

人
材
育

成
の

仕
組

み
は

全
国

的
な

視
野

で
見

て
も

非
常

に
良

い
モ

デ
ル

と
な

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
客

観
的

に
評
価

す
る

。
当

方
自

身
が

関
わ

っ
た

部
分

と
し

て
は

、
そ

れ
を

さ
ら

に
他

の
同

種
の

取
組

に
差

別
化

す
る

も
の
と

し
て

、
本

校
の

特
長

で
あ

る
工

商
の

連
携

で
あ

り
、

最
後

に
E
V
カ

ー
ト

レ
ー

ス
大

会
が

大
き

な
成

功
を

収
め

ら
れ

た
こ

と
が

挙
げ

ら
れ

る
が

、
発

案
の

一
端

を
担

っ
た

と
自

負
す

る
身

か
ら

は
、

こ
れ

を
さ

ら
に

実
社
会

に
浸

透
し

た
取

組
に

発
展

さ
せ

て
い

っ
て

ほ
し

い
想

い
が

あ
り

、
そ

れ
が

ま
だ

こ
れ

か
ら

と
し

て
残

っ
て
い

る
こ

と
に

心
残

り
が

あ
る

。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　
　

　
　
　

　
令
和

５
年

度
　
小

高
産

業
技
術

高
等

学
校
　

マ
イ

ス
タ
ー

・
ハ

イ
ス
ク

ー
ル

産
業
実

務
家
教

員
へ

の
ア
ン

ケ
ー

ト

81



【
ド

ロ
ー

ン
の

連
帯

飛
行

指
導

】
　

N
O.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と
、

伝
え
ら

れ
な

か
っ

た
こ
と

➀
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
（

パ
イ

ソ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

て
ド

ロ
ー

ン
の

連
帯

飛
行

）
　

　
最

後
に

行
き

つ
け

る
(
着

地
点

）
た

め
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

を
あ

ら
か

じ
め

行
う

こ
と

が
大

事
で

あ
る

。
　

　
今

後
、

仕
事

を
し

て
い

く
上

で
も

大
事

に
な

る
。

➁
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
：

生
徒

の
理

解
度

に
バ

ラ
ツ

キ
が

あ
っ

て
、

時
間

的
制

約
も

あ
り

、
疑

問
点

に
対

し
て

　
十

分
に

こ
た

え
ら

れ
な

か
っ

た
と

思
う

。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る

か

限
ら

れ
た

授
業

時
間

の
中

で
行

う
た

め
、

生
徒

の
進

捗
状

況
を

把
握

す
る

た
め

、
教

員
に

間
に

入
っ

て
も

ら
い

、
メ

ー
ル

等
で

進
捗

確
認

を
す

れ
ば

も
っ

と
よ

く
把

握
で

き
る

と
思

う
。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に
変

わ
っ

た
と

感
じ
る

か

➀
最

初
（

２
年

次
）

に
は

、
興

味
を

持
っ

て
い

な
い

生
徒

が
多

か
っ

た
が

、
３

年
生

に
な

っ
て

興
味

を
持

っ
た

３
人

の
生

徒
が

実
際

に
取

り
組

ん
だ

。
最

初
は

よ
そ

よ
そ

し
か

っ
た

が
、

後
半

に
な

っ
て

質
問

し
て

く
る

よ
う

に
な

っ
た

。
➁

聞
く

力
が

大
事

で
あ

る
。

わ
か

ら
な

い
こ

と
は

そ
の

ま
ま

に
せ

ず
、

知
っ

て
い

る
人

に
聞

く
こ

と
が

大
事

。
　

社
会

に
出

て
か

ら
も

大
事

で
あ

る
。

➂
調

べ
る

力
も

大
事

で
あ

る
。

も
の

を
購

入
す

る
時

に
も

色
々

調
べ

て
か

ら
購

入
す

る
。

　
仕

事
を

す
る

上
で

も
聞

く
力

と
調

べ
る

力
を

身
に

付
け

て
ほ

し
い

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

➀
ド

ロ
ー

ン
に

対
し

て
国

も
昨

年
か

ら
力

を
入

れ
て

き
た

。
技

能
を

証
明

す
る

国
家

資
格

が
で

き
た

。
当

校
に

は
ド

ロ
ー

ン
が

た
く

さ
ん

あ
る

の
で

、
今

後
、

ド
ロ

ー
ン

で
で

き
る

こ
と

を
調

べ
、

そ
の

活
用

で
き

る
内

容
を

授
業

で
行

っ
た

い
き

た
い

。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　
　

　
　
　

　
令

和
５

年
度
　

小
高
産

業
技

術
高

等
学
校

　
マ
イ

ス
タ
ー

・
ハ

イ
ス

ク
ー
ル

産
業
実

務
家
教

員
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト

82



【
空

間
放

射
線

量
測

定
指

導
】

　
N
O.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と
、

伝
え
ら

れ
な

か
っ

た
こ
と

➀
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：

放
射

線
空

間
線

量
の

測
定

方
法

に
つ

い
て

J
A
E
A
が

行
っ

て
い

る
方

法
の

指
導

。
➁

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

（
１

）
R
5
年

度
に

フ
ラ

イ
ト

試
験

を
２

回
計

画
し

た
が

、
２

回
と

も
あ

ま
り

天
候

に
恵

ま
れ

ず
、

フ
ラ

イ
ト

　
　

　
が

予
定

通
り

に
う

ま
く

い
か

な
か

っ
た

が
、

雨
の

合
間

を
ぬ

っ
て

最
低

限
の

フ
ラ

イ
ト

デ
モ

ン
ス

ト
　

　
　

レ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

て
よ

か
っ

た
。

（
２

）
検

出
器

の
動

作
に

つ
い

て
、

生
徒

に
も

う
少

し
関

わ
っ

て
も

ら
え

ば
良

か
っ

た
と

思
う

。
（

３
）

取
得

し
た

デ
ー

タ
の

解
析

マ
ッ

プ
化

ま
で

実
習

さ
せ

る
こ

と
。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る

か

➀
検

出
器

の
制

御
基

板
を

部
品

か
ら

製
作

さ
せ

て
も

よ
か

っ
た

。
（

５
万

円
程

度
）

　
＊

放
射

能
測

定
の

内
容

を
深

く
理

解
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

で
あ

ろ
う

。
➁

ド
ロ

ー
ン

の
フ

ラ
イ

ト
を

生
徒

が
操

縦
に

関
わ

れ
る

ス
キ

ー
ム

が
で

き
れ

ば
よ

か
っ

た
。

➂
フ

ラ
イ

ト
は

天
候

に
左

右
さ

れ
る

の
で

、
予

備
日

の
設

定
が

必
要

で
あ

る
。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に
変

わ
っ

た
と

感
じ
る

か

➀
ド

ロ
ー

ン
を

搭
載

し
て

線
量

を
検

出
す

る
検

出
器

と
制

御
ソ

フ
ト

を
J
A
E
A
が

製
作

し
、

そ
れ

を
ド

ロ
ー

ン
に

搭
載

す
る サ

ン
プ

ラ
ー

を
電

子
制

御
科

の
学

生
が

作
る

こ
と

が
で

き
た

。
➁

放
射

線
の

講
義

と
実

習
が

令
和

４
年

と
令

和
５

年
に

２
回

実
施

し
た

こ
と

で
、

生
徒

の
習

熟
度

が
向

上
し

た
こ

と
を

実
感

し
た

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

放
射

線
測

定
デ

ー
タ

を
可

視
化

す
る

技
術

が
進

ん
で

い
る

。
ま

た
、

４
足

ロ
ボ

ッ
ト

に
L
A
M
P
、

無
線

通
信

器
な

ど
を

搭
載

さ
せ

て
放

射
線

量
を

測
定

し
可

視
化

す
る

技
術

な
ど

を
提

供
し

て
い

き
た

い
。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　
　

　
　
　

　
令

和
５

年
度
　

小
高
産

業
技

術
高

等
学
校

　
マ
イ

ス
タ
ー

・
ハ

イ
ス

ク
ー
ル

産
業
実

務
家
教

員
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト

83



【
地

元
企

業
の

課
題

解
決

指
導

】

N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と

➀
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
(
1
)
昨

今
は

、
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

し
な

く
て

も
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
が

受
け

ら
れ

る
時

代
で

あ
る

。
自

分
の

企
業

　
の

課
題

や
必

要
な

こ
と

は
何

か
を

見
極

め
な

が
ら

、
さ

ま
ざ

ま
な

ク
ラ

ウ
ド

サ
ー

ビ
ス

や
IT
技

術
を

使
っ

て
　

改
善

し
て

い
く

と
い

う
姿

勢
を

学
ん

で
ほ

し
い

。
(
2
)
社

会
人

に
な

っ
て

も
学

び
続

け
る

力
が

大
事

で
あ

る
。

(
3
)
な

る
べ

く
一

人
一

人
の

い
い

と
こ

ろ
を

見
つ

け
て

、
褒

め
て

あ
げ

て
、

伸
ば

し
て

あ
げ

る
形

で
や

っ
て

き
た

。
➁

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

 
　

も
う

少
し

企
業

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
「

こ
う

い
う

事
例

が
あ

っ
て

、
こ

う
い

う
考

え
方

を
し

て
、

こ
う

課
題

を
解

決
し

た
」

と
い

う
こ

と
を

伝
え

ら
れ

れ
ば

よ
か

っ
た

。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授

業
内

容
に

す
れ

ば
、

よ
り

伝
え

ら
れ

る
か

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
な

ど
の

基
本

的
な

知
識

を
も

う
少

し
入

れ
て

、
そ

の
枠

組
み

で
考

え
て

み
よ

う
と

い
う

こ
と

で
レ

ー
ル

に
載

せ
て

も
よ

か
っ

た
か

も
し

れ
な

い
。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に

変
わ

っ
た

と
感

じ
る

か

➀
私

は
小

高
商

業
高

校
時

代
か

ら
９

年
間

、
授

業
に

携
わ

っ
て

い
る

。
当

時
か

ら
比

べ
る

と
、

外
部

の
人

間
（

こ
の

地
域

在
住

）
が

先
生

で
い

る
と

い
う

こ
と

が
当

た
り

前
に

な
っ

て
き

て
い

る
の

で
、

地
域

と
繫

が
り

が
持

て
る

学
校

に
な

っ
て

き
て

い
る

と
感

じ
て

い
る

。
➁

生
徒

た
ち

は
、

「
企

業
の

課
題

は
何

で
、

そ
れ

に
対

し
て

自
分

は
何

が
で

き
る

だ
ろ

う
か

」
と

考
え

る
自

主
性

や
、

自
分

が
好

き
な

こ
と

や
面

白
い

と
や

っ
て

み
た

こ
と

が
、

意
外

に
生

き
て

く
る

と
い

う
体

験
が

伝
わ

っ
た

と
思

う
。

（
そ

う
い

う
変

化
は

あ
っ

た
）

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

学
校

を
飛

び
出

し
て

、
地

域
の

生
き

た
課

題
に

触
れ

な
が

ら
教

育
を

進
め

て
い

く
こ

と
は

、
す

ご
く

重
要

な
こ

と
だ

と
感

じ
て

い
る

。
し

か
し

、
マ

イ
ス

タ
ー

事
業

も
今

年
度

で
終

わ
り

に
な

る
し

、
先

生
方

も
数

年
で

移
動

し
て

し
ま

う
な

ど
状

況
に

よ
っ

て
で

き
る

・
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

が
出

て
く

る
だ

ろ
う

。
そ

こ
を

う
ま

く
官

民
学

が
う

ま
く

連
携

し
な

が
ら

、
例

え
ば

資
金

調
達

面
を

行
政

と
民

間
と

で
一

緒
に

や
り

な
が

ら
学

校
教

育
に

携
わ

っ
て

い
く

こ
と

を
少

し
ず

つ
で

も
や

っ
て

い
け

れ
ば

よ
い

と
思

う
。

こ
う

い
っ

た
授

業
が

こ
れ

か
ら

も
続

い
て

い
き

、
地

域
の

誇
れ

る
学

校
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
感

じ
て

い
る

。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　

　
　

　
　

　
令

和
５

年
度

　
小

高
産

業
技

術
高

等
学

校
　

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

産
業

実
務

家
教

員
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

84



【
相

双
ア

ン
バ

サ
ダ

ー
に

な
る

育
成

指
導

】
NO
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と
、

伝
え

ら
れ
な

か
っ

た
こ

と

①
伝
え

た
か

っ
た

こ
と

：
正

解
o
r不

正
解

が
な

い
授

業
、

一
見

、
魅

力
的

に
感

じ
る

「
自

由
」

と
は

、
い

か
に

難
し

く
奥

が
深

い
か

を
生

徒
に

感
じ

て
も

ら
え

た
と

思
い

ま
す

。
相

双
ア

ン
バ

サ
ダ

ー
に

な
る

と
い

う
取

り
組

み
を

通
し

て
、

減
点

法
で

は
な

く
、

で
き

た
こ

と
を

加
算

し
て

い
く
加

点
法

の
世

界
を

経
験

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
し

た
。

物
事

を
ポ

ジ
テ

イ
ブ

に
捉

え
る

と
い

う
素

晴
ら

し
い

成
功

体
験

が
、

こ
れ

か
ら

の
人

生
を

豊
か
に

す
る

財
産

に
な

る
と

い
う

こ
と

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
②

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

：
・

伝
え

る
チ

カ
ラ

を
磨

く
た

め
に

、
経

験
し

た
こ

と
を

よ
り

鮮
明

に
、

よ
り

具
体

的
に

伝
え

る
「

ナ
ラ

テ
ィ

ブ
・
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
」

の
実

践
が

不
十

分
だ

っ
た

。
・

思
い

を
伝

え
る

近
道

の
一

つ
が

、
テ

ー
マ

に
掲

げ
た

現
場

で
実

際
に

発
表

す
る

こ
と

で
す

が
、

そ
の

機
会

を
作
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

・
発
表

原
稿

の
精

度
を

あ
げ

る
た

め
に

、
ネ

ッ
ト

以
外

の
情

報
、

例
え

ば
有

識
者

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
書

籍
、
自

身
の

経
験

談
を

盛
り

込
む

こ
と

や
、
C
ha

tG
PT

活
用

の
功

罪
を

伝
え

る
時

間
が

な
か

っ
た

。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う

な
授

業
内

容
に

す
れ

ば
、
よ

り
伝

え
ら

れ
る

か

前
任

者
か

ら
の

引
継

ぎ
の

た
め

、
実

質
、

今
年

度
一

年
間

の
授

業
で

し
た

。
２

年
次

か
ら

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

あ
れ

ば
全

て
お

伝
え

で
き

た
と

思
い

ま
す

。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ

う
に

変
わ
っ

た
と

感
じ

る
か

「
地

域
の

魅
力

を
伝

え
る

相
双

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

に
な

る
！

」
と

い
う

漠
然

と
し

た
目

標
か

ら
、

地
域

愛
（

南
相

馬
愛

）
や

聴
き

手
に

伝
え

た
い

と
い

う
思

い
が

増
し

た
こ

と
で

、
自

分
事

と
し

て
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
ペ

ン
ド

ル
ト

ン
の

高
校

生
や

「
あ

き
い

ち
」

参
加

の
交

流
自

治
体

の
職

員
に

対
し

て
発

表
し

た
時

に
、

生
徒

さ
ん

の
「

化
学

変
化

」
を

肌
で

感
じ

ま
し

た
。

し
っ

か
り

し
た

準
備

が
あ

っ
て

こ
そ

で
す

が
、

実
践

が
一

番
成

長
で

き
る

場
所

だ
と

実
感

し
ま

し
た

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対

す
る

総
括

的
な

評
価

（
生

徒
・

学
校

に
対

し
て

感
じ

た
こ

と
、

教
育

に
大

切
な

こ
と

な
ど

）

➀
相
双

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

の
目

標
は

、
視

覚
的

な
資

料
を

で
き

る
だ

け
使

わ
ず

に
、

観
光

ガ
イ

ド
の

よ
う

に
、

現
地
で

魅
力

を
表

現
し

、
伝

え
ら

れ
る

発
表

(プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
)が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

で
す

。
➁

現
在

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

は
資

料
や

画
像

を
使

用
し

た
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

が
主

流
で

す
。

わ
か

り
や

す
い
写

真
や

動
画

、
デ

ー
タ

等
を

う
ま

く
活

用
す

れ
ば

、
発

表
者

の
ス

キ
ル

に
左

右
さ

れ
な

い
質

の
高

い
原

稿
を

比
較

的
容

易
に

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
ま
す

。
➂

人
の

ス
キ

ル
に

依
存

す
る

割
合

が
強

く
な

い
も

の
は

、
近

い
将

来
、

AI
に

取
っ

て
代

わ
る

と
言

わ
れ
て

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
時

代
に

求
め

ら
れ

る
資

質
の

一
つ

は
「

伝
え

る
チ

カ
ラ

」
で

、
言

っ
て

み
れ

ば
、

ラ
ジ

オ
で

食
レ

ポ
を

す
る

よ
う

な
豊

か
な

表
現

力
が
求

め
ら

れ
る

時
代

が
到

来
す

る
は

ず
で

す
。

➃
授
業

で
も

触
れ

ま
し

た
が

、
見

学
し

た
ロ

ボ
テ

ス
縁

日
で

、
自

社
の

取
り

組
み

を
参

加
者

に
う

ま
く

伝
え

き
れ
て

い
な

い
こ

と
を

非
常

に
残

念
に

思
い

ま
し

た
。

も
の

づ
く

り
ニ

ッ
ポ

ン
の

技
術

力
の

高
さ

の
「

伝
え

る
チ

カ
ラ

」
の

必
要

性
を

痛
感

し
た

場
面

で
し
た

。
⑤

貴
校

に
は

、
他

校
に

は
な

い
特

色
で

あ
る

工
業

科
と

商
業

科
の

間
で

横
断

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
組

む
こ

と
が
で

き
る

無
限

の
可

能
性

を
感

じ
て

い
ま

す
。

貴
校

の
今

後
の

さ
ら

な
る

発
展

に
期

待
し

て
い

ま
す

。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　
　
　

　
　

　
令

和
５

年
度

　
小

高
産

業
技
術

高
等

学
校

　
マ

イ
ス

タ
ー

・
ハ
イ

ス
ク

ー
ル

産
業

実
務

家
教

員
へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト

85



【
シ

ー
ケ

ン
サ

制
御

学
習

指
導

】
N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら
れ

な
か

っ
た
こ

と

①
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：

シ
ー

ケ
ン

ス
制

御
の

活
用
分

野
。

シ
ー

ケ
ン

ス
を

用
い

た
装

置
製

作
。

②
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ
と

：
生

徒
の

理
解

度
に

バ
ラ

ツ
キ

が
あ

っ
た

た
め

、
も

う
少

し
疑

問
点

に
答

え
ら

れ
れ

ば
良
か

っ
た

と
思

う
。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う
な

授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る
か

実
務

家
教

員
は

限
ら

れ
た
時

間
で

し
か

授
業

は
出

来
ま

せ
ん

。
教

員
の

協
力

も
必

要
に
な

り
ま

す
が

、
理

解
度

テ
ス

ト
な

ど
の

実
施

や
、

実
務

家
教

員
へ

の
メ

ー
ル

等
で

質
問

、
疑

問
に

応
え

ら
れ
る

よ
う

な
環

境
の

整
備

も
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ
う

に
変
わ

っ
た

と
感
じ

る
か

私
は

１
年

間
し

か
携

わ
っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

初
め

は
生

徒
達

も
緊

張
し

て
い

る
様

子
で
し

た
が

、
最

終
的

に
は

自
分

た
ち

で
ク

レ
ー

ン
ゲ

ー
ム

を
仕

上
げ

た
の

で
、

最
後

ま
で

取
り

組
む

姿
勢

に
感
激

し
ま

し
た

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対
す

る
総

括
的

な
評

価
（

生
徒

・
学

校
に

対
し

て
感

じ
た

こ
と

、
教

育
に

大
切

な
こ

と
な

ど
）

私
が

実
施

し
た

シ
ー

ケ
ン
ス

制
御

に
関

し
て

言
え

ば
、

生
徒

達
に

興
味

を
持

っ
て

頂
き
た

い
と

思
い

ま
し

た
。

こ
の

地
区

は
、

新
卒
採

用
者

が
年

々
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
少

し
で

も
地

元
の
新

卒
者

を
採

用
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
生

徒
達

の
将

来
の

選
択

肢
を

増
や

す
と

い
う

意
味

で
は

、
M
HS
事

業
は

素
晴

ら
し

い
事

業
で

あ
っ

た
と

思
い

ま
す

。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　

　
　
　

　
　

令
和
５

年
度

　
小
高

産
業

技
術
高

等
学

校
　
マ

イ
ス

タ
ー
・

ハ
イ

ス
ク
ー

ル
産
業

実
務

家
教
員

へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト

86



【
水

質
改

善
指

導
】

N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら
れ

な
か

っ
た
こ

と

①
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：
環

境
を

分
析

技
術

で
評

価
し

、
環

境
改

善
に

つ
な

げ
る

。
②

伝
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

：
環

境
を

分
析

す
る

ま
で

は
、

説
明

で
き

た
が

、
環

境
改
善

方
法

を
時

間
の

関
係

で
説

明
不

足
と

な
っ

た
。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う
な

授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る
か

　
限

ら
れ

た
時

間
内

に
、
環

境
関

係
の

実
験

を
行

っ
た

の
で

、
目

的
を

達
成

さ
せ

る
た
め

、
結

果
が

出
る

実
験

と
な

っ
た

。
実

験
が

、
予

想
と

反
し

違
っ

た
場

合
の

考
察

、
目

的
を

達
成

さ
せ

る
た
め

の
考

察
を

し
、

仮
説

を
立

て
、

実
証

で
き

れ
ば

よ
か

っ
た

。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ
う

に
変
わ

っ
た

と
感
じ

る
か

２
年

間
で

し
た

が
、

座
学
で

だ
け

で
な

く
、

実
験

を
通

す
こ

と
に

よ
り

、
本

来
の

意
図
が

通
じ

た
と

感
じ

ま
す

。
生

徒
た

ち
も

、
自

主
的

に
実

験
を

行
っ

た
り

、
実

験
が

成
功

し
た

時
の

輝
い

た
眼
が

印
象

的
で

し
た

。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対
す

る
総

括
的

な
評

価
（

生
徒

・
学

校
に

対
し

て
感

じ
た

こ
と

、
教

育
に

大
切

な
こ

と
な

ど
）

実
験

が
成

功
す

る
こ

と
が
当

た
り

前
で

は
な

く
、

う
ま

く
い

か
な

い
結

果
か

ら
、

考
察
し

、
成

功
に

結
び

つ
け

る
力

を
身

に
付

け
さ

せ
れ

ば
よ

か
っ

た
。

自
分

で
、

と
こ

と
ん

、
実

験
の

テ
ー

マ
に
つ

い
て

調
査

し
、

実
験

に
挑

む
こ

と
が

で
き

れ
ば

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

す
。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　

　
　
　

　
　

令
和
５

年
度

　
小
高

産
業

技
術
高

等
学

校
　
マ

イ
ス

タ
ー
・

ハ
イ

ス
ク
ー

ル
産
業

実
務

家
教
員

へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト
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【
A
I
画

像
認

識
と

ア
ー

ム
ロ

ボ
ッ

ト
の

制
御

指
導

】
　

N
O
.

質
問

回
答

1
授

業
を

通
じ

て
生

徒
に

伝
え

た
か

っ
た

こ
と

、
伝

え
ら
れ

な
か

っ
た
こ

と

①
伝

え
た

か
っ

た
こ

と
：
シ

ス
テ

ム
の

開
発

プ
ロ

セ
ス

。
具

体
的

に
は

全
体

目
標

の
設
定

、
各

開
発

項
目

の
設

定
、

各
項

目
の

長
さ

・
開

発
・

試
験

、
全

体
検

証
か

ら
な

る
こ

と
。

②
伝

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ
と

：
時

間
が

足
り

な
か

っ
た

た
め

、
試

験
が

動
い

た
か

ら
O
Kに

な
っ

て
し

ま
っ

た
こ

と
。

2
生

徒
に

伝
え

き
れ

な
か

っ
た

思
い

は
、

ど
の

よ
う
な

授
業

内
容

に
す

れ
ば

、
よ

り
伝

え
ら

れ
る
か

当
初

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
中
間

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

を
入

れ
る

こ
と

．
性

能
評

価
の
結

果
を

最
終

報
告

に
入

れ
る

こ
と

な
ど

。

3
３

年
間

の
授

業
を

通
し

て
生

徒
、

学
校

が
ど

の
よ
う

に
変
わ

っ
た

と
感
じ

る
か

私
は

１
年

間
し

か
担

当
し
ま

せ
ん

で
し

た
の

で
３

年
間

の
変

化
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、
あ

れ
を

し
ろ

と
指

示
を

し
な

く
て

も
、

生
徒

が
主

体
的

に
課

題
に

取
り

組
ん

で
い

る
姿

勢
が

印
象

的
で

し
た
。

4

マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

事
業

に
対
す

る
総

括
的

な
評

価
（

生
徒

・
学

校
に

対
し

て
感

じ
た

こ
と

、
教

育
に

大
切

な
こ

と
な

ど
）

一
般

的
に

学
び

が
つ

ま
ず
く

の
は

、
目

の
前

の
課

題
が

解
決

で
き

ず
に

つ
ま

ら
な

く
な
り

、
興

味
を

失
う

こ
と

が
多

い
と

思
い

ま
す

。
M
H
S
で

は
生

徒
に

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
サ

ポ
ー

ト
が

で
き

る
。

例
え

ば
、

問
題

の
整

理
や

必
要

な
知

識
や

技
術

の
提

供
が

可
能

に
な

る
の

で
、

そ
こ

が
重

要
な

点
だ

と
感
じ

ま
し

た
。

5
そ

の
他

の
意

見

　
　

　
　
　

　
　

令
和
５

年
度

　
小
高

産
業

技
術
高

等
学

校
　
マ

イ
ス

タ
ー
・

ハ
イ

ス
ク
ー

ル
産
業

実
務

家
教
員

へ
の

ア
ン
ケ

ー
ト

88



年
度

➀
生
徒
数

➁
就
職
者
数

➂
県
内
就
職
者
数

➃
相
双
地
区
就
職
者
数

（
人
）

令
和
６
年
２
月
１
５
日
現
在

H2
8

13
3

73
47

38
H2
9

15
1

92
64

61
H3
0

18
2

91
74

68
H3
1

16
3

93
67

56
R2

18
0

99
87

77
R3

16
1

92
76

66
R4

14
0

75
69

50
R5

13
6

68
61

60

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

H2
8

H2
9

H3
0

H3
1

R2
R3

R4
R5

小
高
産
業
技
術
高
等
学
校

相
双
地
区
へ
の
就
職
率
推
移

（
平
成
28
年
度
〜
令
和
5年

度
）

➀
生
徒
数

➁
就
職
者
数

➂
県
内
就
職
者
数

➃
相
双
地
区
就
職
者
数

(人
)

89



マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

授
業

に
関

す
る

生
徒
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

表
令

和
6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

1
燃

料
電

池
車

の
製

作
・

水
素

を
使

っ
た

燃
料

電
池

車
を

製
作

す
る

。
3

6
0
.
0

1
2
0
.
0

1
2
0
.
0

5

➀
取

り
組

む
前

よ
り

燃
料

電
池

の
知

識
が

増
え

、
さ

ら
に

知
り

た
く

な
っ

た
。

➁
自

分
で

作
っ

た
事

で
達

成
感

を
感

じ
た

。
➂

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
関

心
が

持
て

た
。

➃
自

動
車

に
対

し
て

関
心

が
増

す
と

と
も

に
、

自
分

で
作

っ
た

事
に

達
成

感
を

感
じ

た
。

➀
半

自
動

溶
接

機
で

フ
レ

ー
ム

を
溶

接
し

た
こ

と
➁

他
科

の
人

と
協

力
作

業
を

し
た

こ
と

。
➂

自
動

車
を

走
ら

せ
る

た
め

に
組

立
て

て
い

く
工

程
が

非
常

に
楽

し
か

っ
た

。
➃

も
の

づ
く

り
の

楽
し

さ
が

わ
か

っ
た

。

2
農

業
応

用
ロ

ボ
ッ

ト
製

作

・
機

械
科

の
実

習
で

製
作

し
た

手
動

制
御

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

、
実

際
に

使
用

で
き

る
サ

イ
ズ

で
製

作
す

る
。

・
農

業
の

収
穫

等
に

使
用

で
き

る
よ

う
な

、
作

業
者

に
追

尾
す

る
仕

様
と

す
る

。
・

土
を

サ
ン

プ
リ

ン
グ

し
て

土
壌

分
析

に
も

役
立

て
る

。

5
7
1
.
4

2
2
8
.
6

0
0
.
0

7

➀
も

の
づ

く
り

設
計

の
難

し
さ

を
実

感
し

た
。

➁
I
o
T
技

術
、

知
識

を
知

り
、

応
用

で
何

が
で

き
る

か
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
➂

一
つ

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

作
る

の
に

時
間

と
労

力
が

と
て

も
か

か
る

事
を

学
ん

だ
。

➀
仲

間
と

協
力

し
て

ロ
ボ

ッ
ト

を
完

成
さ

せ
動

か
し

た
こ

と
。

➁
自

分
た

ち
で

考
え

な
が

ら
、

改
良

し
材

料
加

工
し

た
こ

と
。

➂
ロ

ボ
ッ

ト
が

動
い

た
時

に
達

成
感

が
あ

っ
た

。
➃

I
o
T
を

使
っ

て
L
I
N
E
で

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

送
信

で
き

た
こ

と
。

3
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

の
製

作
と

打
ち

上
げ

・
モ

デ
ル

ロ
ケ

ッ
ト

を
設

計
・

製
作

す
る

。
・

打
ち

上
げ

実
験

を
経

て
、

最
終

的
に

日
本

モ
デ

ル
ロ

ケ
ッ

ト
協

会
が

主
催

す
る

大
会

に
出

場
す

る
。

3
7
5
.
0

1
2
5
.
0

0
0
.
0

4

➀
ロ

ケ
ッ

ト
の

安
定

飛
行

な
ど

知
識

が
付

き
、

関
心

が
持

て
た

。
➁

ど
う

し
た

ら
強

風
で

も
ロ

ケ
ッ

ト
を

飛
ば

す
こ

と
が

で
き

か
な

ど
考

え
て

作
業

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

➀
ロ

ケ
ッ

ト
の

設
計

や
ど

ん
な

形
に

す
れ

ば
安

定
し

て
高

度
を

上
げ

ら
れ

る
か

な
ど

調
べ

な
が

ら
設

計
す

る
の

が
楽

し
か

っ
た

。
➁

自
分

で
作

っ
た

ロ
ケ

ッ
ト

が
実

際
に

飛
ん

だ
こ

と
➂

ロ
ケ

ッ
ト

先
端

に
入

れ
る

卵
に

絵
を

描
い

た
こ

と
。

活
動

内
容

機 械 科

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

N
o

テ
ー

マ
学 科

計
（

人
）

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か
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マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

授
業

に
関

す
る

生
徒

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

4
E
V
カ

ー
ト

製
作

機
械

科
と

連
携

し
た

E
V
カ

ー
ト

（
電

気
自

動
車

）
を

製
作

し
、

大
会

へ
出

場
す

る
。

5
7
1
.
4

2
2
8
.
6

0
0
.
0

7

➀
電

気
的

な
こ

と
を

知
る

こ
と

が
で

き
た

し
、

機
械

関
係

も
学

べ
た

。
➁

電
気

自
動

車
の

作
動

原
理

に
つ

い
て

詳
し

く
な

っ
た

。
電

気
自

動
車

の
こ

れ
か

ら
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

に
な

っ
た

。
➂

速
度

制
御

な
ど

、
電

気
自

動
車

は
メ

チ
ャ

ク
チ

ャ
い

い
。

➃
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

意
識

が
出

た
。

➀
一

つ
一

つ
作

っ
て

、
完

成
し

た
時

に
達

成
感

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

➁
自

分
で

作
成

し
た

モ
ー

タ
ー

の
性

能
を

確
か

め
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。
➂

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
っ

て
速

度
な

ど
が

変
わ

っ
た

こ
と

。
自

分
の

成
長

が
感

じ
ら

れ
た

。
➃

基
板

を
製

作
し

た
こ

と
。

⑤
運

転
操

縦
し

た
こ

と
。

5
画

像
認

識
マ

イ
コ

ン
カ

ーカ
メ

ラ
を

使
用

し
た

マ
イ

コ
ン

カ
ー

を
製

作
し

、
大

会
へ

の
出

場
す

る
。

5
7
1
.
4

2
2
8
.
6

0
0
.
0

7

➀
M
C
R
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
興

味
が

わ
い

た
こ

と
。

➁
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

の
大

変
さ

が
分

か
っ

た
こ

と
。

➀
み

ん
な

で
課

題
に

取
組

み
、

走
っ

た
時

の
嬉

し
さ

➁
マ

シ
ン

製
作

過
程

➂
も

の
が

完
成

し
た

時
の

達
成

感
が

あ
っ

た
こ

と

6
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給
電

・
地

上
・

水
中

・
空

中
給

電
が

可
能

な
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

模
型

を
製

作
す

る
。

0
0
.
0

3
1
0
0
.
0

0
0
.
0

3

➀
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給
電

が
思

っ
た

よ
り

も
世

界
で

も
多

く
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
色

々
な

知
識

を
知

る
大

切
さ

が
わ

か
っ

た
。

➁
電

気
に

対
す

る
考

え
方

が
変

わ
っ

た
こ

と
。

➀
全

く
新

し
い

こ
と

へ
の

挑
戦

を
す

る
こ

と
。

➁
コ

イ
ル

を
作

る
作

業
で

作
っ

て
い

る
時

は
大

変
だ

っ
た

が
き

れ
い

に
完

成
し

た
時

に
達

成
感

を
感

じ
、

楽
し

い
と

思
っ

た
。

7
シ

ー
ケ

ン
ス

制
御

学
習

と
資

格
取

得

・
P
L
C
（

制
御

装
置

）
を

使
っ

た
シ

ー
ケ

ン
ス

制
御

に
よ

る
エ

ン
タ

ー
テ

イ
ン

メ
ン

ト
機

器
を

製
作

す
る

。
・

国
家

技
能

検
定

3
級

を
取

得
す

る
。

0
0
.
0

4
1
0
0
.
0

0
0
.
0

4

➀
シ

ー
ケ

ン
ス

へ
の

理
解

が
深

ま
っ

た
。

➁
シ

ー
ケ

ン
ス

制
御

に
つ

い
て

の
知

識
が

増
え

た
こ

と
。

➀
ク

レ
ー

ン
ゲ

ー
ム

を
制

作
し

た
こ

と
（

文
化

祭
に

出
品

）
➁

普
段

や
っ

た
こ

と
の

な
い

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

電 気 科学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）
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マ
イ

ス
タ

ー
・
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
授

業
に

関
す
る

生
徒

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

8
AI

画
像

認
識

と
ア

ー
ム

ロ
ボ

ッ
ト

の
制

御

・
画

像
認

識
で

動
作

す
る

ア
ー

ム
ロ

ボ
ッ

ト
の

制
御

を
行

う
。

1
3
3
.
3

2
6
6
.
7

0
0
.
0

3

➀
制

御
に

関
す

る
分

野
へ

の
見

識
が

広
ま

っ
た

。
そ

れ
に

伴
い

、
電

子
工

学
の

応
用

先
な

ど
が

具
体

的
に

な
っ

た
。

②
P
y
t
h
o
n
の

知
識

が
増

え
た

気
が

す
る

。

➀
実

現
し

た
い

機
能

を
再

現
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

り
方

に
つ

い
て

調
べ

て
い

る
時

、
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
し

て
い

る
時

な
ど

新
し

い
知

識
や

技
術

を
知

り
、

そ
れ

を
実

現
す

る
過

程
に

や
り

が
い

や
達

成
感

を
感

じ
た

こ
と

。
➁

ロ
ボ

ッ
ト

が
動

い
た

時

9
ド

ロ
ー

ン
連

隊
飛

行
・

複
数

の
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

連
帯

飛
行

を
行

う
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
す

る
。

0
0
.
0

0
0
.
0

3
1
0
0
.
0

3

ド
ロ

ー
ン

に
つ

い
て

の
知

識
が

増
え

た
。

➀
自

分
が

得
た

知
識

を
み

ん
な

に
教

え
る

こ
と

が
で

き
る

う
れ

し
さ

か
ら

ス
ラ

イ
ド

作
成

し
た

こ
と

。
➁

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

ド
ロ

ー
ン

が
飛

ん
だ

時

10
レ

ゴ
ロ

ボ
ッ

ト
・

レ
ゴ

の
ロ

ボ
ッ

ト
を

製
作

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
に

よ
り

動
作

さ
せ

る
。

0
0
.
0

5
1
0
0
.
0

0
0
.
0

5

➀
レ

ゴ
ロ

ボ
ッ

ト
に

関
す

る
知

識
が

増
え

た
。

➁
レ

ゴ
ロ

ボ
ッ

ト
を

最
初

か
ら

作
っ

て
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

読
み

込
ま

せ
る

の
が

大
変

だ
っ

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

大
変

さ
が

分
か

っ
た

。

➀
班

員
と

協
力

し
て

ジ
オ

ラ
マ

や
レ

ゴ
ロ

ボ
ッ

ト
の

組
み

立
て

が
楽

し
か

っ
た

。
➁

レ
ゴ

ロ
ボ

ッ
ト

が
動

い
た

こ
と

。

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

　 　 　 産 業 革 新 科 　 電 子 制 御 コ ー ス学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）

92



マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ
ス

ク
ー

ル
授

業
に

関
す

る
生

徒
へ

の
ア

ン
ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

11
水

質
改

善
・

南
相

馬
市

の
環

境
調

査
等

を
行

い
、

凝
集

沈
殿

な
ど

に
よ

る
水

質
改

善
の

研
究

を
行

う
。

0
0
.
0

1
1
0
0
.
0

0
0
.
0

1

特
に

変
化

は
な

か
っ

た
と

思
う

。
水

質
改

善
の

実
験

が
楽

し
か

っ
た

。

12
D
NA

の
抽

出
空

間
放

射
線

量
測

定

・
野

菜
や

果
物

か
ら

DN
Aを

抽
出

す
る

。
・

サ
ー

ベ
イ

メ
ー

タ
ー

に
よ

り
空

間
放

射
線

量
を

測
定

す
る

。

2
2
5
.
0

6
7
5
.
0

0
0
.
0

8

➀
D
N
A
の

抽
出

の
仕

方
に

つ
い

て
よ

り
知

識
が

つ
い

た
。

➁
課

さ
れ

た
業

務
を

的
確

に
素

早
く

終
わ

ら
せ

る
力

を
培

う
こ

と
が

で
き

た
よ

う
に

思
う

。
➂

環
境

に
つ

い
て

深
く

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

地
域

に
貢

献
し

た
い

。
➃

小
高

の
土

で
も

焼
き

物
は

で
き

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

➀
仲

間
と

一
致

団
結

し
、

同
じ

目
標

を
持

っ
て

取
り

組
め

た
こ

と
。

➁
バ

ナ
ナ

の
D
N
A
の

抽
出

。
試

し
に

や
っ

て
み

た
ら

成
功

し
た

。
➂

イ
オ

ン
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

で
の

分
析

を
仲

間
た

ち
と

協
力

し
て

で
き

た
こ

と
。

13
水

の
浄

化
と

分
析

・
プ

ー
ル

の
水

質
分

析
及

び
浄

化
を

行
う

。
3

6
0
.
0

2
4
0
.
0

0
0
.
0

5

水
の

浄
化

に
関

す
る

知
識

が
深

ま
っ

た
。

凝
結

剤
な

ど
を

用
い

て
汚

れ
た

水
を

透
明

に
し

た
こ

と
。

➁
水

を
よ

く
知

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

産 業 革 新 科 　 環 境 化 学 コ ー ス学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）

93



マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

授
業

に
関

す
る

生
徒

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

商 工 連 携

1
4

相
双

地
区

E
V
カ

ー
ト

レ
ー

ス
の

開
催

・
相

双
地

区
で

の
E
V
カ

ー
ト

（
電

気
自

動
車

）
レ

ー
ス

を
、

学
校

が
主

催
す

る
地

域
イ

ベ
ン

ト
し

て
企

画
し

、
運

営
に

あ
た

る
。

5
1
0
0
.
0

0
0
.
0

0
0
.
0

5

➀
大

会
時

の
ア

ク
シ

デ
ン

ト
や

ト
ラ

ブ
ル

な
ど

に
も

運
営

と
し

て
臨

機
応

変
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
周

り
を

見
て

の
行

動
を

行
え

る
よ

う
さ

ら
に

心
掛

け
る

よ
う

に
な

っ
た

。
➁

人
と

か
か

わ
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

ん
だ

。
人

と
接

し
方

が
変

わ
っ

た
。

前
ま

で
は

人
の

た
め

に
活

動
す

る
こ

と
が

あ
ま

り
な

か
っ

た
け

ど
、

何
か

役
に

立
ち

た
い

と
思

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
➂

E
V
カ

ー
大

会
を

や
る

前
は

、
他

の
科

と
コ

ラ
ボ

と
し

て
不

安
が

い
っ

ぱ
い

あ
っ

た
。

こ
の

コ
ラ

ボ
授

業
を

通
し

て
、

関
係

者
（

大
人

含
む

）
と

話
し

合
い

を
す

る
時

に
、

自
分

の
意

見
を

し
っ

か
り

述
べ

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
。

➀
5
人

で
た

く
さ

ん
話

し
合

い
し

た
こ

と
。

協
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

が
わ

か
っ

た
こ

と
。

➁
大

会
運

営
の

お
手

伝
い

や
レ

ー
ス

の
実

況
を

行
え

た
こ

と
。

➂
機

械
科

や
電

気
科

と
一

緒
に

大
会

を
成

功
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

こ
と

。
い

い
体

験
と

な
っ

た
。

➃
普

通
に

学
校

に
通

う
と

き
に

は
学

べ
な

い
こ

と
も

学
べ

た
し

、
大

会
運

営
し

て
他

の
学

科
の

人
た

ち
が

製
作

し
た

E
V
カ

ー
を

見
た

時
が

一
番

楽
し

か
っ

た
。

⑤
他

の
科

と
打

ち
合

わ
せ

を
し

て
自

分
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

と
先

生
と

話
し

合
い

を
重

ね
、

と
て

も
良

い
E
V
カ

ー
大

会
と

な
っ

て
終

え
た

こ
と

で
自

分
に

と
っ

て
良

い
経

験
に

な
っ

た
こ

と
。

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）

94



マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

授
業

に
関

す
る

生
徒

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6年
2
月

8日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

1
5

相
双

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

の
育

成

・
地

域
の

魅
力

を
伝

え
る

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

立
案

し
、

英
語

で
ガ

イ
ド

が
で

き
る

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

と
し

て
活

動
す

る
。

11
55

.0
9

45
.0

0
0
.0

20

➀
発

表
を

す
る

苦
手

意
識

が
（

完
全
で

は
な

い
が

）
な

く
な

っ
た

。
②

授
業
や

発
表

を
聞

く
態

度
が

良
く
な

り
、

内
容

が
以

前
よ

り
も

多
く

入
る

よ
う
に

な
っ

た
。

➂
人

と
話

す
事

を
楽

し
い

と
感

じ
、
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
人

に
地

域
を

知
っ

て
も
ら

い
た

い
と

思
う

よ
う

に
な

っ
た

。
➃

南
相
馬

の
歴

史
や

未
来

の
こ

と
を
詳

し
く

知
り

、
地

元
愛

が
強

く
な

っ
た

。
⑤

南
相
馬

を
知

ら
な

い
方

々
へ

「
こ
ん

な
所

が
あ

る
ん

だ
よ

」
と

伝
え

た
い

気
持
ち

が
高

ま
っ

た
。

⑥
人

前
で

話
す

事
が

す
ご

く
苦

手
だ
っ

た
が

、
人
前

で
の

発
表

、
外

国
の

方
に
も

話
す

な
ど

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル
が

と
て

も
ア

ッ
プ

し
た

こ
と

。
⑦

南
相
馬

市
の

こ
と

を
知

り
尽

く
す
人

に
な

り
、

「
南

相
馬

博
士

」
と

呼
ば

れ
た
い

。

➀
知

ら
な

い
こ

と
を

知
っ

て
い

く
面

白
さ

や
、

苦
手

な
こ

と
、

不
得

意
な

こ
と

を
克

服
し
て

い
く

嬉
し

さ
が

何
よ

り
も

楽
し

か
っ

た
。

➁
ペ

ン
ド

ル
ト

ン
市

の
高

校
生

と
の

交
流

。
外
国

人
と

関
わ

れ
な

い
中

、
外

国
の

文
化

や
英
語

で
会

話
が

で
き

貴
重

な
体

験
だ

っ
た

。
英
語

で
話

す
こ

と
は

大
変

な
こ

と
も

わ
か

っ
た
。

➂
南

相
馬

の
様

々
な

歴
史

あ
る

建
物

を
廻

る
授
業

が
印

象
に

残
っ

た
。

➃
み

ん
な

の
発

表
内

容
自
分

が
調

べ
て

な
い

事
も

発
表

を
通

し
て

み
ん
な

の
調

べ
た

こ
と

も
知

れ
た

の
で

す
ご

く
楽
し

か
っ

た
。

⑤
実

際
に

伝
承

館
や

請
戸

小
学

校
に

行
っ

た
こ
と

。
自

分
の

目
で

見
る

と
迫

力
が

あ
り

と
て
も

い
い

機
会

だ
っ

た
。

1
6

地
元

企
業

の
課

題
解

決

・
地

元
企

業
の

課
題

を
発

見
し

、
そ

の
解

決
の

た
め

の
提

案
書

を
作

成
し

、
発

表
す

る
。

3
18

.8
8

50
.0

5
31

.3
16

➀
チ

ー
ム

で
一

つ
の

取
り

組
み

を
す
る

こ
と

の
難

し
さ

を
知

っ
た

。
➁

地
域
貢

献
し

た
い

と
思

っ
た

。
➂

パ
ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

で
相

手
に

伝
わ
り

や
す

い
資

料
を

作
成

す
る

力
が

つ
い

た
。

➃
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
道

筋
を
た

て
る

力
が

つ
い

た
こ

と
⑤

企
業
で

悩
ん

で
い

る
課

題
を

解
決
す

る
こ

と
で

、
今

ま
で

に
な

い
考

え
や

、
発
想

力
を

培
え

た
こ

と
。

⑥
自

分
が

出
来

る
こ

と
と

求
め

ら
れ
て

い
る

こ
と

の
す

り
合

わ
せ

が
う

ま
く

い
か
ず

、
悔

し
い

思
い

を
し

た
が

、
全

力
で

取
り
組

む
力

が
備

わ
っ

た
こ

と
。

➀
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
ど

の
よ

う
な

手
段
を

取
る

か
考

え
た

こ
と

。
➁
今

ま
で

使
っ

た
こ

と
の

な
い

キ
ャ

ン
バ

を
使
っ

て
ポ

ッ
プ

を
作

成
し

た
こ

と
。

➂
見

や
す

さ
や

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

の
が

楽
し
か

っ
た

。
➃
文

化
祭

で
の

商
品

販
売

⑤
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

た
P
O
P
の

作
成

と
ア

イ
デ

ア
の

創
出

、
自

分
の

考
え

て
い

る
こ

と
を

具
現
化

す
る

こ
と

で
ど

ん
ど

ん
次

の
ア

イ
デ

ア
が
湧

い
て

き
た

こ
と

。
⑥
実

際
に

お
菓

子
作

り
の

過
程

を
見

せ
て

も
ら
っ

た
こ

と
。

⑦
メ

ン
バ

ー
と

話
合

い
な

が
ら

解
決

策
の

案
を
練

っ
た

こ
と

。

1
7

地
域

通
貨

・
地

域
通

貨
に

係
る

ル
ー

ル
作

り
と

ポ
ス

タ
ー

作
製

を
行

う
。

2
66

.7
1

33
.3

0
0
.0

3

➀
物

事
を

進
め

る
た

め
に

、
お

互
い
の

考
え

を
理

解
し

合
う

こ
と

が
大

切
だ

と
知
っ

た
こ

と
。

➁
考

え
た

こ
と

を
行

動
に

移
す

こ
と
、

そ
れ

を
成

功
さ

せ
る

こ
の

難
し

さ
を

知
っ
た

こ
と

。

➀
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
で

意
見

を
気

軽
に
出

し
合

え
た

こ
と

。
➁
お

互
い

の
意

見
を

出
し

合
い

、
課

題
解

決
に
取

り
組

ん
だ

こ
と

。

商 業 科

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）

95



マ
イ

ス
タ

ー
・

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

授
業

に
関

す
る

生
徒

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
表

令
和

6
年

2
月

8
日

知
り

た
い

（
人

）
%

ど
ち

ら
と

も
言

え
な

い
（

人
）

%
思

わ
な

い
（

人
）

%

3
7

4
1
.
1

%
4
5

5
0
.
0

%
8

8
.
9

%
9
0

-
-

質
問

２
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

前
と

後
で

、
自

分
は

何
が

変
わ

っ
た

と
思

う
か

質
問

３
　

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

で
最

も
楽

し
か

っ
た

こ
と

は
何

か
、

そ
れ

は
な

ぜ
か

全
学

科
総

合

学 科
N
o

テ
ー

マ
活

動
内

容

質
問

１
　

テ
ー

マ
を

も
っ

と
深

く
知

り
た

く
な

っ
た

か

計
（

人
）

96
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